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特別損失の計上並びに平成25年３月期通期業績予想との差異に関するお知らせ 
 

 当社は、本日発表した「平成 25 年３月期決算短信[日本基準](非連結)」において、下記のと

おり特別損失を計上いたしました。 

 また、平成 25 年３月 13 日に公表した平成 25 年３月期通期業績予想と本日発表した実績数値

について、下記のとおり差異が発生いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の内容 

 「金融商品に関する会計基準」に基づき、関係会社株式について 104 百万円の評価損を計

上いたしました。これは当社の持分法適用関連会社である株式会社ごちまるの株式について

減損処理を行ったことによるものです。 

 

２．平成 25 年３月期通期(平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日)業績予想数値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 14,350 661 658 404 86.08

今回実績(Ｂ) 14,575 733 733 339 72.09

増減額(Ｂ－Ａ) 225 71 75 △ 65 

増減率(％) 1.6 10.8 11.5 △ 16.2 

(ご参考)前期実績 

(平成 24 年 3月期) 
12,609 579 596 331 74.38

 

差異の理由 

 売上高については、購買単価(お客様の注文当たり単価)が増加したこと等により、予想よ

りも 225 百万円の増加となりました。 

 また、売上高の増加に伴って粗利益が増加したことや、販促費等のコスト管理が奏功した

ことにより、営業利益・経常利益とも予想を上回りました。 

 当期純利益が予想を 65 百万円下回ったのは、主に１．の特別損失(関係会社株式評価損 104

百万円)を計上したことによるものです。 

 

以 上 

 

 

 


